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 ● 評価方法 論文の執筆活動において総合評価する（100％）。

 ● 参考文献 指導の中で必要に応じ紹介する。

論文の投稿規定・プロセスを理解し、論文の投稿を行うことができる。

査読コメントに論理的な修正・反論を行い、論文を改善して学術誌への掲載を行うことが
できる。

研究の限界、および今後の発展的な研究課題を明確に記述し、学術的な貢献度を示せ
る。
論文要旨に、研究目的、主要な結果、結論を過不足なく集約し、簡潔かつ的確に表現で
きる。

データを客観的かつ論理的に整理・図表化し、結果として正確に提示できる。

自らの結果と先行研究を照らし合わせ、その異同や新規性を明確に考察できる。

)

用いた実験・観察手法および解析方法について、再現性のある形で詳細・正確に記述で
きる。

研究テーマの設定からデータ取得、解析、考察に至る研究プロセス全体を主体的に実行
できる。また、その成果を学術論文として執筆し、学術誌への掲載を達成できる。

　行動目標 (SBOs)

 ● 科目の教育目標
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　開講時期：

科目名 解剖学論文指導
科目責任者 (第１解剖学　教授)


